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図 1・直近期の売上高とＣＯ２排出量の分布

直近期の売上高（億円）
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排
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万
ト
ン
）

売
上
高
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億
円
あ
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
（
ト
ン
）

図２・売上高１億円あたりのＣＯ２排出量の推移
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電
機
業
界
を
代
表
す
る
ソ

ニ
ー
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
シ

ャ
ー
プ
、
日
立
製
作
所
、
日

本
電
気
、
富
士
通
の
６
社
で

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
て
き
た
。
電
機
業

界
で
は
、
使
用
時
や
廃
棄
時

も
含
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
で
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を

相
殺
す
る
動
き
が
目
立
つ
。

各
社
の
売
上
高
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
分
布
図
は
図
１
の

よ
う
に
な
る
（
東
芝
と
三
菱

電
機
は
取
材
に
応
じ
ず
）。

各
社
の
生
産
す
る
製
品
や
、

年
ご
と
の
設
備
投
資
の
動
向

な
ど
に
よ
り
事
情
が
大
き
く

異
な
る
た
め
一
概
に
は
比
較

で
き
な
い
が
、
ソ
ニ
ー
は
ほ

ぼ
同
等
の
売
り
上
げ
規
模
の

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
比
較
す
る

と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少
な
い

こ
と
が
分
か
る
。

ソ
ニ
ー
は
、
大
幅
な
省
エ

ネ
に
成
功
し
た
デ
ジ
タ
ル
液

晶
テ
レ
ビ
「
ブ
ラ
ビ
ア
」
の

海
外
市
場
へ
の
展
開
や
、
難

燃
性
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
の
自
社

循
環
な
ど
の
取
り
組
み
の
ほ

か
、
国
内
全
体
の
グ
リ
ー
ン

電
力
証
書
契
約
量
の
３
割
以

上
を
占
め
る
な
ど
、
資
源
循

環
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
置
き
換
え
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
売
上
高
１
億
円

当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

２
０
０
５
年
頃
か
ら
順
調
に

減
少
し
て
い
る
（
図
２
）。

一
方
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は

Ｃ
Ｏ
２
削
減
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
月
度
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
経
営
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
せ
る
体
制
を
整
え
た
。

世
界
２
９
４
拠
点
の
事
業
所

ご
と
に
月
度
環
境
決
算
報
告

書
の
提
出
を
義
務
付
け
優
秀

な
事
例
を
横
展
開
す
る
な

ど
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
総
量
の
削

減
を
目
指
し
、
社
内
で
の
Ｃ

Ｏ
２
「
見
え
る
化
」、
啓
発

を
徹
底
し
て
い
る
。

ま
た
シ
ャ
ー
プ
は
、
敷
地

内
の
屋
上
や
壁
面
へ
の
世
界

最
大
級
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
の
設
置
、
製
造
工
程
排
水

の
１
０
０
％
再
利
用
、
雨
水

の
空
調
へ
の
利
用
な
ど
で
省

エ
ネ
の
徹
底
を
図
る
亀
山
工

場
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

独
自
の
評
価
基
準
を
基
に
工

場
の
グ
リ
ー
ン
化
に
注
力
。

売
上
高
１
億
円
当
た
り
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
は
最
も
多
い

が
、
０３
年
か
ら
順
調
に
減
少

し
て
い
る
。

日
立
製
作
所
は
、
製
品
使

用
時
の
環
境
負
荷
軽
減
に
重

点
を
置
き
、
冷
蔵
庫
や
洗
濯

機
は
省
エ
ネ
大
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。
ま
た
、
工
場
で
従

来
利
用
し
て
い
た
重
油
か
ら

環
境
負
荷
の
少
な
い
天
然
ガ

ス
へ
の
燃
料
転
換
を
図
る
こ

と
な
ど
で
、
２
０
２
５
年
に

は
年
間
１
億
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
抑
制
を
目
指
す
。

日
本
電
気（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）は
、

膨
大
な
情
報
を
管
理
す
る
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
需
要
に
応

え
た
「
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」
を

は
じ
め
と
す
る
省
電
力
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
制
御
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
技
術
開
発

の
ほ
か
、
工
場
で
も
ガ
ス
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
空
調
設
備
の
導

入
や
反
射
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る

照
度
向
上
な
ど
の
工
夫
で
Ｃ

Ｏ
２
を
削
減
。「
高
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
」
の
展
開
な

ど
も
進
め
て
い
る
。

富
士
通
は
す
べ
て
の
自
社

開
発
商
品
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ

Ａ
）
の
実
施
を
徹
底
。
全
過

程
で
の
環
境
負
荷
を
定
量
的

に
把
握
し
て
い
る
。
事
業
所

で
は
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
等
の
導

入
や
外
気
の
利
用
な
ど
の
施

策
を
講
じ
、
オ
フ
ィ
ス
で
は

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
稼
働
状
況

や
負
荷
状
況
な
ど
イ
ン
フ
ラ

の
変
化
や
ト
ラ
ブ
ル
を
監

視
。社
内
外
で「
見
え
る
化
」

を
進
め
る
。

（
環
境
新
聞
社
・
江
頭
佐
和

子
、
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
グ
ロ
ー

バ
ル
・
西
野
嘉
之
）

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
Ｃ
Ｏ
２
相
殺

電
機
業
界
編
⑦ま

と
め


